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あとがき
今月号の特集は「顔認知の脳内機構」である。数年前に『人は見た目が９割』という
本が話題になったことがあった。挑発的なタイトルはともかくとして，確かに外見はそ
の人の印象を大きく左右するし，外見の中核にある「顔」の持つ情報量は測りしれな
い。顔情報の多くは視線や表情の動きを含めて動的であり，刻々と変化するダイナミッ
クな環境に適応していくうえで決定的に重要である。人の社会性が高度に発達するにつ
れ，顔を認知するための脳基盤も進化，精緻化されてきた。
本特集記事を繙くと，今日の神経科学的知見の集積により，顔認知に関する脳内機構
がここまで明らかになっているという事実に舌を巻く。顔認知は単純なテーマではな
い。アプローチの技法としても，行動観察，錯覚を含めた心理実験，fMRI・NIRS・
事象関連電位・MEGといった機能画像解析など，多岐にわたる。ヒトと類人猿やサ
ル，その他の動物との顔認知過程の異同をみる比較進化学的観点も重要であるし，ヒト
においても健常者以外に，さまざまな精神・神経学的な疾患や病態による顔認知の障害
を扱った神経心理学的研究や，乳児研究を中心に顔認知の発達過程の解明が進んでい
る。顔認知のような複合的な問題はこのように，それぞれの立場からの研究が相補的に
対話していくことが何より重要である。
顔認知の中で自己顔認知は特殊である。生体は一生，自分の顔を直接見ることはない
から，自己顔認知は鏡像か写真画像の認知であるが，特に自己鏡像認知が自己他者区別
と同じかどうかが問題となる。人の自己鏡像認知は生得的なものではなく，成立するの
はだいたい１歳半～２歳といわれている。そして逆に認知症の進行した状態では鏡像認
知は崩壊する。不思議なことに，鏡像認知障害はアルツハイマー病ではしばしば目にす
る現象だが，血管性認知症では報告がない。例外的に意味性認知症では報告があるが，
これはそもそも鏡を含めた表象的意味世界の崩壊であろう。したがって，自己の鏡像認
知に関する脳内基盤は社会性とともにシステムとして成立し，機能していると推測され
る。鏡像認知は長い間，ヒトを含めた一部の霊長類に限られ，マカクですら不可能であ
るとされてきた。したがって，「うちのネコは鏡を見て化粧する」といった発言を神経
科学者は一笑に付してきた。しかし，最近ではゾウやイルカも自分の姿を認識できると
されている。先日，比較認知科学の渡辺 茂先生からはカササギも鏡像認知ができる例

があると伺った。ゾウやカササギが鏡像認知を示すならば，うちのイヌでもできるかも

しれないと夢は広がる。これだけいろいろなことがわかってきても，まだまだ顔の認知

はわからないことだらけである。

（三村 將)
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